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月經 ノ血液像就中血小板 二及ボス影響 ニ就テ

岡山醫科大學泉外科教室(主任泉敬授)

醫學士　坂 井 芳 次 郎
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第1章　 緒 論

内分泌諸腺ノ機能ハ相互 ニ極 メテ密接ナル關係 ヲ有 ス故 ニ其 ノ1ニ 機能的變動ア レバ忽 チ他

ノ内分泌腺機能 ニ變動ヲ來 シ從ツテ生體 ノ新陳代謝モ亦或ル變化ヲ蒙ル可キヤ必 セリ.婦 人ノ

大多數 ニ來潮スル月經ハ卵集黄體ノ規則的變化ニ因ルモノ 卜セラル.從 ツテ此 ノ月經時或ハ其

ハ前後 ニ於テハ其ノ個體ノ他内分泌腺機能ニ或ハ各種新陳代謝ニ或ル變動 ヲ惹起 セ シムル ハ

Goodmann氏 等ノ所謂"Extragenitale wellenbewegung"ナ ル現象 ヲ以テ設明 シ得べシ.

而シテ血液像 ガ内分泌腺機能或ハ新陳代謝 卜密接ナル關係ヲ有スルハBasedow氏 病,萎 黄病

等ヲ見ルモ明カナリ.故 ニ月經時或ハ其ノ前後ニ於 テ其 ノ婦人 ノ血液像モ必ズヤ或ル變化ヲ蒙

ルベ シ卜ハ當然考ヘラルル所 ナリ.文 獻ヲ按 ズルニ月經 卜血液像 トノ關係ヲ研索セシ研究業績

ハ決 シテ尠少ナラズ.然 レドモ血液 ノ第3有 形素タル血小板 卜月經 卜ノ關係ニ就キテハ性的ニ

モ量的ニモ研究 セシ業績ハ今日尚ホ多カラザル有様ナ リ.而 モ其ノ業績結果 ハ甲乙全然一致セ
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ザルモノァリ,特 ニ血小板 ノ月經時ニ伴 フ性的攣化 ニ關 シテハ論及セル者甚ダ少ナシ.仍 テ余

ハ月經時及 ビ其 ノ前後ノ血液像ヲ健康女子及 ビ我 ガ泉外科入院患者 ノ月經正常者 ニ就テ觀察 シ

或ル一定 ノ變化 ヲ認 メ得 タリ.即 チ血 小板ハ性的ニモ量的 ニモ或ハ種類ニ於テモ可ナリ著明ノ

變化ヲ示 ステ知 リ得 タリ.余 ハ更 ニ是等 ノ變化ガ果 シテ如何ナル機序ニヨリ惹起セラルヤヲ窺

知 センガ爲 メ或ハ超生體染色法ニヨリ流血中ノ網状赤血球 テ算定 シ或 ハ月經時及 ビ其ノ前後 ノ

靜脉血々清竝ニ卵巣黄體製劑「ルテ イノール」ヲ家兎ニ注射 シ其ノ血液像及 ビ血小板ノ變化等 ヲ

精細ニ檢索セリ.尚 ホ更ニ2%「 卜リバン,ブラウ」溶液, 1%「 コンゴロー 卜」液ノ靜脉内注射 ニ

ヨリ上記薬液注射時ニ於ケル綱状織 内被細胞系統ノ機能状態ヲ觀察 セリ.斯 クシテ或ル一定ノ

成績 ヲ得タルヲ以テ以下之ヲ記述 シ諸賢ノ御批判 ヲ仰 ガン 卜ス.

第2章　 研 究 方 法 及 ビ材 斜

本研究ハ我ガ泉外科教室勤務 ノ健康看護婦及 ビ入院患者ノ正常月經者ニ就テ梅査セリ.血 液檢査ニ當 リ,

血 液成分殊ニ白血球及 ビ血小板 ノ時間的變動ヲ考慮シ出來得ル限 リ同一時間ニ採血檢査セリ.血 液塗抹標

本ノ作製及ビ血球計算ハ耳垂 ヨリ採血シテ之ヲ行ヘリ.血 球計算ニハThomra-Zeiss氏 計算室ヲ,血 色素量

測定ニハSahli氏 血色素計ヲ使用セ リ.網 状赤血球算定ハ「ブリルアントクレシル,ブ ラウ」液ヲ以テ超生

體染色 ヲ行ヒ算定スルSepfarth氏 法 ニヨレリ.

血小板測定ハFonio氏 法 ニ從ヘリ.而 シテ少クトモ赤血球2000以 上 ヲ計算シ,同 時ニ當該視野ニ表ハレ

シ血小板ヲ算定シ血液1cc中 ノ血小板數ヲ算出セ リ.血 小板算定時ニ視野ニ現ハレシ血小板ニ就テ其ノ大,

小型,異 常型 ノ有無 ヲ檢 シ,同 時ニ其ノ染色性 ノ變化如何ヲ檢セ リ.血 液塗抹標本ハ「メチール,ア ルコホ

ル」ニ固定後Giemsa氏 液 ヲ以テ所定 ノ如ク染色セ リ.血 球容積ノ測定方法ハ 種々アルモ余ハ3.8%拘 櫞酸

曹達液(C卜 略記)加 血液(B卜 略記)(C:B=1:4)ヲ1分 間3000囘 廻轉ノ電氣遽心機-15分 間 廻轉シ血漿

卜血球 トヲ分離 シ,血 球 ノ見掛ケノ容積ヲ測定 シ以 テ血球容積ヲ100分 率 ニテ表示セ リ.血 清注射實驗用

血清ハ何レモ正中靜脉血々清ニシテ血液ヨリ分離 セシモノヲ其儘使用セリ.實 驗動物ハ成熟雌性家兎ニシ

テ其ノ耳邊縁靜脉内ニ注射セ リ.

卵巣黄體製劑 卜シテハ鹽野義商店ノ發賣品タル「ルテイノール」ヲ使用 シ何 レモ成熟雌性家兎 ノ皮下ニ注

射セ リ.

綱 状織内被細胞系統ノ機能檢査ニハ2%「 卜リバ ン,ブラウ」液及ビ, 1%「 コ ンゴロー卜」液 ヲ使用シ,之等

色素液ノ一定量ヲ上記家兎ノ耳邊縁靜脉内ニ注射シ 一定時間後採血シ拘櫞酸曹達加血液 卜シ(C:B=1:4)

該 血漿中ノ色素量 ヲ10000倍 ノ標準色素液 ト比色シ算出セ リ.比 色計ハDubosqe氏 比色計ヲ使用セ リ.

第3章　 赤 血 球 像 ノ變 動 ニ就 テ

第1節　 赤 血 球 數 ノ變 動 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

月經 卜赤血球數動搖 卜ノ關係ニ就テハ古クヨリ研究セラレタリ.即 チHayem u. Reinl, Reinert, Sfameni, 

Blumenthal, Krutschenkoff,田 中氏等ハ月經中減少ス卜シHayem u. Reinl氏 ハ月經後ニ増加ス卜セリ.

78



月經 ノ血液像就中血小板ニ及ボス影響ニ就テ 877

Reinert, Sfameni氏 等 ハ月 經 前 ニ増 加 ス トシ, Merletti氏 ハ月 經 前 ニ減 少 シ,月 經 中 増加 ス 卜セ リ. Polzl氏

ハ月經 開始 ノ2-9日 前 ニ赤 血球 増加 シ其 ノ數1-150萬 ニ及 ブ コ トア リ,月 經 第1日 又 ハ 其 ノ直 前 ニ於 テ

減 少 ス 卜セ リ. Gumprich, Davidovitsch氏 等 ハ月 經 時 著 明 ノ變 化 アル トモ 總 テ ノ例 ニ一 律 ノ規 則 ヲ設 ケ得

ズ トセ リ. Holler, Melieher u, Reiter氏 等 ハ月 經 前 ニ赤 血 球 數 増加 シ月經 第1日 ニ於 テ モ 變 化 ナ ク次 第 ニ

出 血 卜共 ニ多 少 急 速 ニ減 少 ヲ示 シ月經 最終 頃 ニ再 ビ輕 度 ノ上 昇 ヲ示 シ 月 經 後 ニ正 常 ニ復 歸 ス トセ リ.氏 等

ハ 此 ノ如 キ月 經 前及 ビ月 經 當 初 ノ赤 血 球 増 加 ハ 造 赤 血球 機 能 ノ亢 進 ニ ヨル モ ノナ リ 卜セ リ.近 時Detre氏

ハ 更 ニ詳 細 ニ月 經 ト赤 血 球 數 ト ノ關 係 ヲ檢 索 シ,次 ノ結 論 ニ到 達 セ リ.即 チ 赤 血球 數 ハ 月 經 前 ニ於 テ 増 加

ス傾 向 ヲ示 ス モ ノニ シテ 其 ノ最 大値 ハ 月 經 直 前 ニ在 リ 卜セ リ.而 シテ 月 經 ノ起 始 ト共 ニ 次 第 ニ下 降 シ始 ム

ハLモ月 經 後 ニ 於 テ往 々赤 血1球數 ノ 増 加 ヲ見 タ リト言 ヘ リ.氏 モ亦 月 經 前 赤 血球 造 成 機 能 ハ 亢 進 セ ル モ ノ ナ

リ 卜言 ヘ リ.

要之,今 日迄 ノ報告ノ多クハ月經前ニ於テ赤血球ハ多少 トモ増加 シ月經中ハ減少ヲ示スモノ

トスル如 シ.而 シテ月經前赤血球數 ノ増加スルハ骨髄造赤血球機能亢進 シテ流血中ニ幼若赤血

球ノ出現増加スルニヨルモノナラントセリ.然 レドモ未ダ余 ノ渉獵 セシ文獻中ニテ之ヲ確實ナ

ル實驗ヲ以テ立證セルモノナシ.依 テ余ハ骨髄 ノ造赤血球機能亢進ヲ知ルニ最モ早期ニ而モ最

モ繊細 ニ反應ス トセラル網状赤血球 ノ算定ヲ行 ヒ果 シテ上述諸家 ノ所論正酷 ヲ得タルヤ否 ヤヲ

探究セントセ リ.

第2項　 自家觀察成績

第1及 ビ第2表 ニ示スガ如ク月經ニヨル赤血球數ノ變動ハ明ニ認メ得ルモ總テヲ一律ニ言ヒ得ザルコト

第1表　 健康女子月經時ニ於ケル血液像ノ變動
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備考: N.ハ 中性色素嗜好細胞, L.ハ 淋巴細胞, M.ハ 大単核細胞及ビ移行型, E.ハ 「エォジソ」嗜好細

胞, B.ハ 鹽基性細胞 ノ略記ナリ.血 小板總數 ノ下ニ括弧内ニ示セル數ハ赤血球1000ニ 對スル血

小板數ヲ表ス.以 下皆之ニ準ズ.

Gumprica, Daviduvitsch氏 ノ言 ノ如シ.余 ノ實驗ニテハ赤血球數ハ月經前1-2日 ニ既ニ減少シ始ムルモ

ノァレ ドモ月經前大體ニ於テ多少増加ノ傾向アリ.月 經開始 卜共ニ減少 シ始メ月經第3又 ハ第4日 ニ少シ

ク増加ス.後 更ニ減少スルモノアレドモ一般 ニ月經後正常ニ復歸ス.而 シテ 月經中ニ中間時若クハ月經前

ヨリ高値 ヲ示スモノ或ハ最大値 ヲ示スモノアリ.故 ニDetre氏 ノ言ヘル赤血球數ノ最大値ハ必ズ月經 前ニ

在 リ卜ハ過言ナ リ.次 ニ網状赤血球ハ月經中間時ヨリモ月經前ニ著明ノ増加ヲ示セ リ.尚 ホ月經中ニ於テ
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モ中簡時ヨリ大ナル救値ヲ示 シ,月 經後ニ於テ更ニ少シク増加 ノ傾向ヲ有ス.故 ニ骨髄 ノ造赤血球機能ハ

月經前明ニ亢進セリト見做シ得べシ,月 經後モ亦然リ.而 シテ余 ノ實驗成績ヲ以テセバ月經中ニ於テモ亦

中間時ニ比マ該機能ハ亢進ヲ示セルモノト言ハザル可ラズ.故 ニHoller, Melicher u. Reiter, Detre氏 等 ノ

言ヘル如ク獨 リ月經前ニ於テノミ造赤血球機能ハ亢進スルモノ卜言フハ妥當ナラザル可 シト信ズ.

第2表　 外科的疾患 々者 ニ於 ケル月經時 ノ血液像變動
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第2節　 血 色 素 量,色 素 係 數 及 ビ血 球 容 積 ノ變 動 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

Polzl氏 ハ血色素量ハ月經時ノ多 クノ例ニテ赤血球 ノ如キ變動ヲ示スモ必ズシモ後者ノ變動ニ相伴ハズト

セリ. Poggi氏 ハ月經前ニ減少スルモ月經中元 ノ値ニ復歸 ス而 シテ毎月月經ノ影響ニヨリ輕度 ハ貧血即血

色素減少症ガ起ルモノナレドモ這ハ出血卜ハ無關係ナ リ卜云ヘリ. Lesser,田 中氏等バー定 セズ卜シ, Sfa

 meni氏 ハ3例 ニテ月經中増加シ,他 ノ3例 ニテ却テ減少スト云ヘリ. Schery u. Reinl氏 等ハ月經後血色

素増加ス卜セ リ. Blumenthal氏 ハ色素係敷ハ月經中徐々ニ増加ス 卜セリ. Holler, Melicher u,Reiter氏 等

ノ報告ハ比較的ヨクPolzl氏 ノ成績 ト一致セ リ.近時Detre氏 ノ觀察ニヨレバ血色素量ハ略々赤血球 ト同様

ノ變動ヲ示スモ各赤血球 ノ平均色素含有量ハ月經前ニ於テ却テ 少 ク月經中及 ビ月經後ニ於テ却テ増加スト

言ヘ リ.而 シテ這ハ月經前ニ於テハ骨髄 ノ造赤血球機能亢進 シ新生赤血球ガ流血中ニ増加スルモ該赤血球

ハ老舊赤血球 ヨリ血色素含有量少キガ爲 メナリトセ リ.

要 之,血 色 素量及 ビ色 素係數 ノ變 動 ニ就 テハ諸家 ノ報 告相一致 セル モノ少 シ.

次 ニ月經時 ニ於 ケル血球容積 ノ變動如何 ニ就 テ ハ檢索 ハ余 ノ捗 獵 セ シ文獻 中 ニテ ハ獨 リ

Detre氏 ノ研 究 アル ノ ミナ リ.氏 ニヨ レバ血球 容積 ノ變動 ハ殆 ド全 ク赤 血球 ノ變動 卜同標 ナ リ

卜言 フ.即 チ氏 ニ ヨ レバ血 球容積 ハ月經 直前 又ハ月經初期 ニ於 テ最 大値 ヲ示 シ月經後 ニ最小値

ヲ示 ス ト言 フ.余 ハ第2章 ニ於 テ述 べ シ如 キ方法 ニテ血球容積 ヲ査定 セ リ.

第2項　 自家觀察成績

第1及 ビ第2表 ニヨリ明カナル如 ク血色素量ハ大體 ニ赤血球數ノ動搖 卜一致スルモ必ズシモ其ノ變動卜
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相伴ハズ.而 シテ一般ニ月經起始 卜共ニ血色素量ハ減少シ始ム.色 素係數ハ一定ノ關係ヲ示 サザルモノ多

シ.要 之,月 經前ニ於テハ赤 血球數ガ中間時ニ比シ多少増加セル時ニモ血色素量ハ 却テ減少 ヲ示スモノア

リ.這 ハ骨髓ノ造赤血球機能亢進ニヨリ生ゼシ幼若赤血球ガ流血中ニ出現増加スルニ基 クモノナラン,如

何卜ナレバ血色素含有量ハ幼若赤血球ガ老舊赤血球ヨリモヨリ少キコ卜バ 一般 ニ認 メラレシ所 ニシテ余モ

亦嘗テ之ヲ證明シ得タレバナ リ.

次ニ血球容積ハ月經中及ビ月經後最小値 ヲ示ス場合アルモ月經後ニ 却テ月經前ヨリ大ナル値 ヲ示スモノ

アリテ必ズシモDetre氏 ノ成績 卜一致セズ.即 チ余ノ觀察例ニ於テハ血球容積ハ月經 ニョリ著明ノ影響ヲ

蒙ラザルヲ見タリ.

第4章　 白 血 球 像 ノ變 動 ニ就 テ

第1節　 白血 球 總 數 ノ變 動 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

Hayem, Reinert, Sfameni , Horvath, Hirsch it. Hartmann氏 等ハ月經中 白血球數増加 ス 卜セ リ. Gum

prich氏 亦月經中白血球過多症ヲ起スモノアルヲ見 タルモ中間期ニ於テモ白血球數 ガ月經時 ニ於ケル如キ

大ナル値 ヲ有スルモノヲ見シノミナラズ 少數例ニテハ月經中却テ白血球減少ヲ認 メタリ卜云ヘリ.仍 テ氏

ハ白血球數ノ増加ハ果シテ月經出血ニ相關スルモノナリヤ否ヤヲ疑ヘリ. Kjer-Petersen, Birnbaum氏 等ハ

月經前又ハ月經起始時ニ於テ増加ストシBirnbaum, Sieburg u. Patzsohke氏 等ハ月經中減少ス卜セリ.田

中氏ハ一様ノ關係ヲ認 メズ トセリ.

第2項　 自家觀察成績

第1及 ビ2表 ニ現シタル如 ク余ノ例ニ於テハ月經時及 ビ其ノ前後 何レニテモ何等自血球増多症ヲ起セシ

モノ無ク,月 經中ハ白血球數正常ナルカ却テ多少 減少 ノ傾向ヲ示セルモノ多 シ.要 之,白 血球數ハ余ノ觀

察例ニ於テハ月經時何等増加セザルモノナラズ,却 テ減少 ノ傾向ヲ示セリ.

第2節　 白血 球 百 分 率 ノ動 搖 ニ就 テ

第1項　 文 獻 摘 要

Birnbaum, Nensser, Horvath氏 等ハ特別 ノ變化 ヲ認 メズ 卜セリ. Dirksl, Stiakel u. Zondek氏 等 ハ月經

中ハ中性色素嗜好白血球減少シ,淋 巴細胞ノ増加ヲ認メタリ. Dirks及 ビBlumenthal氏 等 ハ月經中「エオ

ジン」嗜好白血球増加ヲ認メ, Adler氏 ハ月經直前ニ之ヲ見タリ. Adler氏 ハ這ハ卵巣機能亢進 ニヨリヲ起

ル「ワゴトニー」ニ原因ス 卜セリ. Holler, Melioher u, Reiter氏 等 ハ月經前中性色素嗜好白血球及ビ大単核

細胞ハ増加 シ淋巳球ハ月經中中性色素嗜好白血球減少時ニ相對的過多症ヲ起スモ其ノ絶對數ハ著變 ヲ呈セ

ズ卜セリ.即 チ氏等 ニヨレバ月經前骨體性細胞 ノ増加ヲ認メシムルモ ノニシテ月經中 淋巴系 ニハ何等ノ影

響ナキモノナリ卜.Lotte Caminer氏 ハ月經時ノ百分率 ノ動搖ヲ認メタルモ 總テノ例ニテ同一法則ヲ立テ

得ズ卜セリ.又 此ノ白血球百分率ノ動搖 卜卵巣機能 トノ間ニモ亦一定 ノ法則ヲ立テ得ス 卜セ リ.
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第2項　 自家 觀察成績

第1及 ビ2表 ニ示スガ如ク中性色素嗜好細胞 ノ月經前増加 ノ傾向アルモノ6例 中4例(第1表2, 3. 4, 8)

ニシテ2例 ハ却テ減少セ リ(第2表1, 3).而 シテ一般 ニ該細胞ハ 月經時ニ減少ス.而 モ殆ンド皆其ノ數値

中間時ヨリ小ニシテ月經後 ニモ尚ホ低値 ヲ示ス,其 ノ最小値ハ或ハ月經後ニ,之 レヲ詔 メ其ノ時期 必ズシ

モ一定ナラズ.

淋巴細胞ハ月經前ニ於テ中間時ヨリ減少セルモノ多 ク月經起始ト共 ニ次第ニ増加 シ 月經後モ尚ホ高値ヲ

示ス.其 ノ絶對數ハ白血球總數ガ一般ニ減少ノ傾向ヲ有スルヲ以テ多クハ増加セザルモ明ニ中間時ヨリ増

加セルモノアルハ表 ニヨ リ明カナ リ.要 之,淋 巴細胞ハ大體相對的過多症ヲ起スモノナルモ絶對數モ亦中

間時ヨリ増加 ヲ示スヨトアルハHoller氏 等 ノ主張ニ反ス.

大単核細胞及ビ移行型バ一般 ニ月經前及ビ月經第1日 ニ於テ中間時ヨリ大ナル値 ヲ示 シ共ノ後ハ次第ニ

減少 シ月經後 ニ於テ中間時 ノ値 ニ近ク.然 レドモ月經中ニテモ中間時ヨリモ高値ヲ示ス場合ナシ卜セズ(第

1表l,第2表2, 3).

「エオジン」嗜好細胞ハ月經時若クハ月經後ニ於テ中間時ヨリ大ナル 數値ヲ示スコ卜多キモ,却 テ小値ヲ

示スコトアリテ必ズシモ一定セズ.次 ニ鹽基性細胞バ一定 ノ變化ヲ示サズ.

要 之,白 血 球百分率 ニ於 テハ中性色素嗜好細胞,大 単核細胞 及 ビ移行型 ハ月經 前ニ多少増加

ノ傾 向 ヲ有 シ,月 經 卜共 ニ次 第 ニ減 少 ス.之 ニ反 シ淋 巴細胞 ハ月經 前却 テ減少 ノ傾 向 ヲ示 シ月

經 卜共 ニ増多 シ所 謂相對的淋 巴細胞過 多症 ヲ來 ス ノミナラズ,其 ノ絶對 數 ニ於 テモ中間時 ヨリ

増 加 ヲ示 スコ 卜往 々之有 リ.月 經後暫時 尚ホ高値 ヲ示 スモノ ア リ.「 エオ ジン」嗜好細胞竝 ニ鹽

基性細胞 ノ變 動 バ一定 法則 ラ以 テ読 明 シ得 ザ レ ドモ前者 ハ月經 中又ハ後 ニ於 テ高値 ヲ示 スコ ト

少 シ卜セズ.

第5章　 血 小 板 數 竝 ニ 其 ノ性 状 及 ビ種 類 ノ 變 動 ニ就 テ

第1飾　 文 獻 摘 要

既ニ緒論ニ述べシ如 ク月經時及ビ其ノ前後ニ於ケル血小板數ノ動搖及ビ其ノ性状 ノ變化 或ハ種類 ノ動搖

ニ關スル研究業績ハ尚ホ頗ル少數ナルノ憾ナキ能ハズ.殊 ニ其ノ性状 ノ變化ニ關シテハ尚ホ一入此ノ感ヲ

深ウス.

Pfeiffer u. Hoff氏 等ハ殆 シド常ニ血小板數ハ月經第1又 ハ2日 ニ於テ月經直前ノ數 ヨリ1/2, 1/3又ハ1/4

或ハ1/5迄 減少ヲ來ス,血 小板曲線 ノ最低點 ハ普通第2日 ニ在 リ,第3日 ヨリ該曲線ハ次第ニ上昇ス,而 シ

テ月經中血小板數ハ低値 ニ止マ リ,假 リニ長日ニ互ル經血ニテ出血永續 ノ爲メ,曲 線急劇ニ上昇スル事ア

ルモ決 シヲ月經前ノ數ニ達セズ 卜セリ.尚 ホ氏等ハ血小板ヲ巨大,大 及 ビ小型 ノ3種 ニ分類 シ月經時ニ於

ケル大,小 型血小板數ノ比ハ月經前小型多キヲ占ムルモ月經經過 卜共ニ大型血小板數ノ比較的増加ヲ見ル

トセリ. Pfeiffer氏 ハ男子出血 ノ比較試驗 ニヨリ失血ハ血小坂減少 ハ原因ナラズ トセリ. Henning氏 ハ20

乃至30歳 ノ11名 ノ婦人ニテ.血小板數ハ月經前不變ニシテ月經起始 卜共 ニ正常數ノ1/2又 ハ1/3ニ減 少ス卜

云ヘリ.柳 田氏沸19歳 乃至21歳 ノ健常女子9例 ニ就テ檢査セリ.氏 ニヨレバ大多數例ニテ月經第1又 ハ
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2日 ニ急 激 ノ減少 ヲ來 シ,之 ヨ リ漸 次 増 加 シテ 月 經 閉 止 ノ前 々 日 ニ至 リ最 高 ニ達 シ,而 モ常 ニ中 間 時 ヨ リ大

ナ リ,最 終月 經 日 ニ再 ビ下 降 シテ 中 間 時 ヨ リ少 數 ヲ示 シ,月 經 後 第1日 ニ至 リ正 常 値 ニ復 歸 ス ル カ,又 ハ

月 經 中最 高 ニ達 セ ル血 小 板 ハ月 經 ノ經 過 卜共 ニ,漸 次 下降 シ月 經 後 第1日 ニ至 リ略 々中 間 時 ハ數 ニ復 歸 ス.

血 小板 減 少 ハ 略 々月 經 前 ノ1/2ニ 止 マ ル 卜云 ヘ リ.

然 ル ニHoller, Melioher u, Reiter氏 等 ハ月 經 中 及 ビ 其 ノ末 期 ニ増 加 ス 卜セ リ. Hirech u. Hartmann氏

等 モ亦16例 ニ就 テ殆 ン ド毎 日檢 査 シ月 經 間 血 小 板 數 ハ漸 進 的 ニ増 加 シ,月 經 終 期 ニ至 リ絶 項 ニ達 シ月 經 後

正常 價 ニ復 ス 卜云 ヘ リ.仍 テ 氏 等 ハ 此 ハ血小 板 増加 ヲ身體 ノ防 衛 装 置 ノ尺 度 卜見 タ リ. Hirsch u. Hartmann

氏 等ハ 此 ノ血 小 板 増 加 ハ主 原 因 ハ 出 血 ニ在 リ 卜考 ヘ タ リ. Louros, Hornung, Lowenstein氏 等 モ亦 月 經 時

血小 板 數 増加 ヲ見 タ リ 卜ス.次 ニ血 小 板 ハ染 色 性 ノ變 化 ニ關 シテ ハCharlette Ehrenberg氏 ノ報 告 ア リ.即

チ氏 ハ 家兎 ニ卵 巣 黄 體 「エ キ ス」ヲ 注射 シテ 血 小 板 染 色 性 ノ惡 クナ ル ヲ観 察 セ シ ガ臨 牀 的 ニモ 同 様 ノ變 化 ヲ

觀 察 スル ヲ得 タ リ 卜云 ヘ リ.

第2節　 自家 觀 察成 績 ニ就 テ

第1及 ビ2表 ニ示スガ如ク血小板數ハ月經前中間時ヨリ多少増減ヲ示セルモノ2例(第1表1, 2)殆 ソ ド

變化ナキモノ3例(第1表3, 4, 6)ニ シテ著明ニ増加 シ中間時ノ 凡 ソ2倍 卜ナレルモハ1例(第2表1)ヲ 見

タリ.即 チ血小板數ハ月經前留於テ必ズシモ中間時ヨリ大ナル數ヲ有ス卜ハ限ラズ 却テ減少 シ始メシモハ

アルハ表ニヨリ明カナ リ.一 般ニ月經起始 卜共ニ月經第1日 又ハ2日 ニ於テ著明ハ減少 ヲ來ズモハニシテ

就中月經第2日 ニ於テ此 ノ如キモノ多 シ.其 ノ減少度ハ中間時數値 ノ1/5乃至2/3弱 ナ リ.次 デ第3日 又ハ

第4目 ニハ増加シ月經後 ニ於テ中間時ノ値ニ接近ス.然 レドモ第4日 ヨリ再ビ減少 シ月經後低値 ヲ示スモ

ノフリ.而 シテ表ニヨリ明カナル如 ク月經中血小板數ノ増加アル時ハ其ハ値必ズシモPfeiffer u. Hoff氏 等

ノ如ク月經前ノ値 ニ達セズト云フコ卜ナク 却テ之ヨリ大卜ナルコトアリ,又 柳田氏ノ如 ク常ニ月經前又ハ

中間時ヨリ大ナ リ卜モ限ラザルナ リ.

次ニ血小板ハ性状 ノ變化 卜シテ共 ノ染色性如何ヲ見ルニ月經前殊ニ月經 ハ直前ニ於テ既ニ染色性 ノ惡キ

モノ存スルモ月經起始 卜共ニ更ニ惡 クナルモ ノニシテ殊ニ第2日 ニ於テ然 リ.而 シテ染色性ノ増惡ハ血小

板數ノ減少 卜略々一致セル開係ニ在 リ.而 シテ一見顯微鏡下何等 血小板ヲ見出シ得ザル如キ場合 ニ於テ熟

視ノ結果漸ク其ノ存在ヲ發見スル如キコト決シテ尠少ナラズ.是 レ恰モ赤血球 ノ「シヤツテ ン」ヲ見ル如キ

觀アリ.其 ノ大サモ亦赤血球大若クハ以上 トナリ一様ニ極メテ淡 ク染色シ顆粒全ク消失 セシ卜思ハルル膨

大型ヲ見ルコト亦少 シトセズ.然 ルニ他方ニ於テ月經前 已ニ濃染セル甚ダ小型 ノ血小板 ノ出現ヲ見ルノミ

ナラズ月經第1又 ハ2日 ニ於テモ亦此 ノ如キ 小血小板ノ由現ヲ見ル.斯 クシテ月經經過ニツレ血小板數ノ

増加ニ從テ染色性惡キ血小板數ハ減少 シ染色性良好ノモノ次第ニ増加ス,是 レ恐ク新生血小板 ノ次第ニ増

加スルニ依ルモノナラン.

次ニ血小板 ノ種類ニ至リテハPfeiffer u. Hoff氏 等 ノ言ヘル如ク月經前小型血小板ノ出現割合 ノ多キ例モ

アレドモ常ニ必ラズシモ然ラズ月經直前ニ於テ却テ大型血小板或ハ異常型血小板出現シ月經起始 卜共ニ之

等大型或ハ異常型血小板數減少 シテ小血小板而モ濃染セル宅ハ多ク 出現スル如キ例ヲモ見ルモノナリ.而

ンテ血小板ノ種類ハ染色佐 卜異 リ月經後 ニ於デモ尚ホ多少異常型ハ殘存スルヲ見ル.
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第6章　 第3章 ヨ リ第5章 迄 ノ概 説 及 ビ考 察

以上第3章 ヨリ第5章 迄述べシ余 ノ觀察成績 卜諸家 ノ成績竝 ニ之 ニ對 ズル見解 卜ヲ述べ考察

ヲ試 ミン卜ス.

先ヅ赤血球數ニ關 シテハ余ノ成績 ニテハ一般 ニ月經前多少ノ増加ヲ示スモノ多キモ月經前第

1日 ニ於テ既ニ減少 セルモハアルハPolzl茂 ノ成績ニ似タ リ.而 ンテ月經起始 卜共ニ一般 ニ赤

血球數 ハ減少 シ始ムルヲ常 トシ第4日 増加テ示 スモノアレドモ一般 ニハ第3日 ニ少 シク増加 ジ

第4日 ニ再 ビ少 シク減少 スルヲ見ルモハナ リ.而 シテ月經後バ一般 ニ正常 ニ復歸スルカ或ハ少

シク増加ヲ示ス.即 チ赤血球數 ハ明カニ月經 ニヨル變化ヲ示 スモノ 卜云フ可 シ.

次ニ血色素量ハ諸家ノ成績多クハ相一致セザ レドモ余 ハ成績 ニ於テ月經前又ハ月經後 ニ於テ

赤血球數ノ増加スルニ拘 ハラズ血色素量ハ却テ減少 ヲ示スモノァルハHoller, Melicher u.

 Reiter及 ビDetre氏 等 ノ成績 卜殆 ド一致セリ.而 シテ這ハ流血中 ニ幼若赤血球 ノ出現増加ニ

ゴルモノナルコ 卜ハ超生體染色法 ニヨル網状赤血球ハ算定ニヨリ明カニ證明 シ得タ リ.上 記ノ

諸氏ハ月經前ノ造赤血球機能ハ亢進 セルモノナラントスルモ何等有カナル證明 ヲ得 ザ リシナ

リ.而 シテ余ノ算定セシ綱状赤血球ノ變動 ヨリ推セバ明カニ月經 前ニ骨髄ノ造赤血球機能ハ亢

進 セルヲ知 リ得べ シ,而 モ此現象ハ獨 リ此 ハ時期ノミニ止マラズ月經後ニ於テモ,更 ニ月經中

ニテモ中間時ニ比 シ亢進セルモノ 卜言ハザル可ラザルナ リ.

次ニ白血球像ニ於 クル變化 卜シテ白血球數 ハ月經前ニ不變ニシテ月經中多少 卜モ減少 ハ傾向

ヲ示スモノ多 シ.其 ハ百分率ニ於テハHoller,, Melieher u. Reiter氏 等ノ成績ハ如ク中性色

素嗜好細胞,大 単核細胞及 ビ移行型ハ月經前増加 ノ傾向ヲ有 シ月經中減少ハ傾向ヲ示 セルヲ見

ル.然 ルニ氏等ハ月經中淋巴細胞ハ相對的過多症ヲ起スノミトセシモ余ノ例ニテハ啻 ニ之ハミ

ナラズ絶對數ニテモ明ニ中間時 ヨリ増加セルヲ見タリ.

血小板 ノ變化ハ更ニ著明 卜言 フ可 シ.血 小板數 ハ月經起始 卜共 ニ急激 ニ減少 ヲ示 ス.是 レ

Pfeiffer u. Hoff,柳 田 氏等 卜相 一致 シHoller氏 等 ヤHirsch u, Hartmann氏 等 ノ成績 卜全 ク

反 スル所 ナ リ.而 シテ月經 中血小板數 ハ時 ニ増加 セル場合 アルモ其 ハ値 ハ必 ズ中間時 ヨ リ小又

ハ大 ナ リ卜斷定 シ得 ザル コ トハ余 ノ觀察成績 ハ示 ス所 ナ リ.即 チ或 ハ中間時 ヨ リ大 ナル コ トア

リ或 ハ小 ナル コ 卜ア リテ必 ズ シモ一定 セズ.故 ニ余 ハ此 ノ黙 ニ於 テPfeiffer氏 等 ハ意 見ニ同意

シ能 ハズ.次 ニ血小板 ハ既 ニ月經 前 ヨ リ異常型 及 ビ染色性惡 キモノ ヲ認 メ,前 者 ハ月經起始時

ニ其 ノ數 ヲ増 シ月經後 ニモ少數 ノ存在 ヲ見 ルモ後 者ハ月經起始 卜共 ニ急劇 ニ染 色性更 ニ惡 キモ

ノ増加 シ,一 般 ニ淡又 ハ蒼 白ニ染色 セルモ ノ多 ク熱視 ノ結果漸 ク其 ノ存在 ヲ認 ムルモノスラア

リ,或 ハEhrenberg氏 ノ所謂 「シヤツテ ン」卜思考 セ ラルル如 キモノ ヲモ認 メ得ル ニ至 ル,然

レ ドモ血 小板數 ハ恢復 卜共 ニ染色性 良好 卜ナ リ染色 惡キモ ノハ殆 ド認 メザル ニ至ル ヲ常 トス.

而 シテ大,小 型 血小板 ノ比例數字 ハ必 ズ シモPfeiffer氏 ノ言 ヘル如 クナラズ,却 テ反 スル如 キ

88



月經ノ血液像就中血小板ニ及ボス影響ニ就テ 887

場合 ア リ.

要 之,余 ノ觀 察例 ニ於 テハ皆月經 ニヨル變 動 ヲ見ル ヲ得 タ リ.

扨 テ然 ラバ,此 ノ如 キ變化 ハ果 シテ如何 ナル機轉 ニヨ リテ惹 起 セラル可 キモノナ リヤ. Hol

ler, Melicher u. Roiter氏 等 ハ此 ノ如 キ血液變化 ラ招 來 スル主原 因ハ所謂"Menstruation

sreiz"ニ シテ此 ノ他 ニ尚 ホ外 ノ要約 モ加味 スル モノナ リ トセ リ.氏 等 ハ後 者 卜シテ月經 機轉 ノ

間ニ於 ケル内分 泌腺 機能 ノ一過性 ノ不調和 卜之 ニ ヨ リ惹起 サ レシ生體 内 ノ各種 ノ變化 ヲ擧 ゲタ

リ.而 シテ此 ノ月經 刺戟 ナルモノハ子宮 ニ於 ケル細胞増殖竝 ニ細胞機能 ノ増加 ニヨ リ生 ゼ シ物

質 ガ血行 中ニ出ヅル爲 メニ起 ルモノ トセ リ.即 チ該物質 ハ血液 ニ對 シ異物 ニ シテ恰 モ經 口的 ニ

與 ヘラ レシ異種蛋 白 ノ如 ク毒性的刺戟 ヲ生體 ニ及ボ スモノナラ ン 卜セリ.而 シテ此 ノ刺戟 ノ強

弱 ハ就中卵巣黄體 ノ機 能程度及 ビ分泌 ヲ營 ム子宮粘膜 ノ機能如何 ニ左右 セラルル モノ 卜セ リ.

即 チ氏等 ニヨ レバ該 刺戟 ガ月經 前ニ生體 全般 ニ影響 ヲ及 ボ シ以 テ赤 血球,中 性色 素嗜 好白血球

及 ビ大単核細胞 及 ビ移行型 ノ3造 血系統 ヲ刺戟 シ,月 經前之等細胞 ノ増加 ヲ來 スモノナ リ ト言

フ.而 シテ月經 中之等細胞 ノ減少 ヲ來 スハ一方 ニ於 テ此 ノ如 キ刺戟 ノ急 速 ニ止 ム 卜同時 ニ他方

網状織 内被細胞 系統 ノ機能亢進 シ爲 メニ之等細胞 ノ死滅破壊 サルル ニ ヨル モノナ リ ト云 ヘ リ.

尚ホ往 々月經終 末 ニ近 ク或 ハ月經後 ニ於 テ之等細 胞 ノ増 加 ヲ見 ルコ 卜アルハ子宮中 ニ蓄 積 セシ

細胞遺殘物 ノ吸収 サ レ毒性的 ニ作用 スル ニヨル モノナ ラン ト.尚 ホDetre氏 ハ月經 前 ニ見ル造

赤血球機能亢進 ハ月經前 ニ見 ル「アチ ドー ジス」ガ意味 アル モノナラ ン トセリ.又Sieburg u.

 Patzschke氏 等 ハ月 經中 ニ見ル白血球減少 ハ月經 中流血中ニ増加 ヲ示 ス「ヒヨ リン」ニ ヨルモ ノ

ナラ ン卜セ リ. Pfeiffer u. Hoff氏 等 ハ卵集 黄體 形成 サ レ卵集濾胞 ガ成熱 スル時 ハ脾臟 ハ次 ノ如

キ影響 ヲ蒙ル モノナ ラン ト言 ヘ リ.即 チ脾臟 ハ赤 血球及 ビ血小板 ノ造 生母地 タル骨髄 ヨリ之等

細胞 ガ血 中ニ出 ヅル ヲ防 グル カ或 ハ少 ク 卜モ經血持續 ニ向 ッテ血 小板形成 ヲ阻止 スルモノナ リ

卜. Charlette Ehrenberg氏 ハ卵集黄體越幾斯 ノ200倍 溶 液 ヲ體 重1kgニ 就 キ1cc宛2頭 ノ

家兎ニ注射 シテ血 小板數竝 ニ其 ノ性状 ノ變化 ヲ檢査 セ リ.其 ノ結果最初 ノ血液 塗抹 標本 ニ於 テ

ハ血 小板 ノ染色性 良好且 ツ構造分明 ナル 毛ノ多數 ヲ見 タル ニ注射後3時 間目 ニハ染 色性惡 ク其

ノ状況恰 モ血小板 ノ融解 シ始 メシヲ思 ハ シメタ リ 卜言 ヘ リ.即 チ血小板 ノ構造甚 ダ不分明 ニ シ

テ蒼 白ニ染色 セリ 卜云 フ. 8時 間 目ニハ血小板 ハ總 テ朦朧化 シ注 射翌 日 ニハ1000個 ノ赤 血球 ニ

對 シ漸ク血小板 ラシキモノ1個 ヲ見 シノ ミニ シテ精 視 ニ ヨリテ血小板 「シヤツテ ン」ヲ見得 タ リ

ト言 ヘ リ.氏 ハ臨牀上 ニ於 テモ同様 ノ關係 ヲ見 シコ トヨ リ結 論 シテ卵 集黄 體物 質 ガ直接 ニ血 小

板 ヲ融解 スル作 用 ヲ有 スルモノナラ ン トセ リ.

次 ニ卵巣黄體「ホルモ ン」ハHirsch, Frank及 ビGoldberger, Schoder u. Siebke氏 等 ヲ始

メ一般 ニ月經前 ニ血液中 ニ多 シトセラル.故 ニ余 ハ之等 ノ關 係 ノ幾 分 タ リ 卜モ ヲ知 ラ ンガ爲 メ

ニ月經時,其 ノ前後 ノ靜脉 血々清 及 ビ鹽野義 商店敗 賣 ノ卵集 黄體製劑 「ルテ イノール」ヲ家兎 ニ

注射 シ血液像 ノ變化 及 ビ血 小板 ノ變化 ヲ研 索 セ リ.
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第7章　 月 經 時 及 ビ其 ノ前 後 ノ 靜 脉 血 々清 注 射 實 驗

余ハ成熟セル雌性家兎11頭 ニ月經時及 ビ其ノ前後 ノ女子靜脉血々清ヲ夫々一定 ノ割合ニ耳靜脉内ニ注

射シ第3表 ノ如キ成績ヲ得タリ,即 チ赤血球數 ノ動搖ハ月經前 ノ血清注射例(以 下A群 ト略記ス)ニ 於テ殆

ンド之ヲ見ザルニ月經第1又 ハ2日 ノ血清注射例(以 下M群 ト略記ス)ニテ ハ何 レモ赤血球數ノ減少ヲ認

ム.月 經最終 日(以下E群 卜略記ス)又ハ月經後6-7日 ノ血清注射例(以 下P群 ト略記ス)ニ於 テハ赤血球

ノ動搖ニ著變ナシ.網 状赤血球ハ皆注射前ニ比シテ多少ノ増加ヲ認ムルモ, M群 ニ於テ可ナ リ多ク, A群 ニ

於テ殊ニ著明ナリ.

血色素量ハ殆 ンド皆血清注射後其ノ値 ノ減少ヲ来セリ.就 中A群 及ビM群 ニ於テ著明ナ リ.色 素係數ハ

血清注射後殆 ンド皆減少ヲ示セルモ就中A群 ニ於テ著明ナ リ.血 球容積ハ殆ンド變化ナシト言ヒ得べシ,

次 ニ白血球數ハ多少減少セルモノアルモ一般 ニ著變ナシ.其 ノ百分率ハA群 ニ於テ中性色素嗜好細胞ハ

多少増加 ノ傾向ヲ有シ, M群 或ハE群 ニ於テハ多少減少 シ, P群 ニテハ著變ナシ.淋 巴細胞ハA群 ニテハ

1例 ニ於テ著變ナク, 1例 ニ於テ多少減少ヲ示セリ. M群 ニテモE群 ニテモ何 レモ相對的淋巴細胞ノ増加

ヲ認ム.然 ルニP群 ニテハ著變ナシ.

次 ニ大単核細胞及ビ移行型ニ於テハ大體中性色素嗜好細胞ヲ見 タル時ノ變化ニ相似タリ.「エオジン」嗜

好細胞及ビ鹽基性細胞ニ於テハ著變ナキモノノ如シ.

次 ニ血小板数ハA群 ニ於テハ約1/5乃 至1/4ノ 減少 ヲ示シ, P群 ニテハ變化ナキモノ2例 ニシテ他 ノ1例

ハ著明 ノ増加ヲ示 シ注射前ノ略々2倍 トナレリ(第3表11). E群 ニ於テハ注射前 ヨリ1/7乃 至1/5ノ 減少

ヲ示スモ其ノ程度著明 ト言ヘズ.然 ルニM群 ニ於テハ何 レモ減少 シ2例 ニ於テ注射前 ノ約1/2ノ 減少ヲ示

シ, 1例 ニ於テハ殊ニ著明ニシテ注性前 ノ約1/8ト ナ レリ(第3表5).血 小 板ノ性状及 ビ種類 ノ變化 トシテ

ハA群 ニ於テハ注射 ヲ重ヌルニ連 レテ染色性次第ニ惡 クナ リ,一 様ニ蒼白 トナリ「シヤツテン」ト思ハルル

モノヲ見ルニ至ル.然 レドモ反對ニ極メテ濃染セル 小型血小板ノ出現ヲモ見ルモノニシテ,大 型血小板ノ

出現ヲモ亦見得タリ. P群 ニ於テハ染色性多少惡キモノヲ見ルモ一般ニ染色性ハ正常ニ近キモノ多シ.其 ノ

種類ハ殆 ンド正常ナ レドモ少數ノ異常型ヲ見ル. E群 ニ於テモ亦染色性少シク惡キモノ及ビ異常型モ亦少

シク多シ.然 ルニM群 ニ於テハ染色性惡キモノ更ニ多 ク殊ニ蒼白或ハ「シヤツテン」ト思ハルルモノ可ナリ

多 ク,赤 血球大又ハヨリ以上ノ大サ トナレル膨大型ヲモ可ナ リ多数ニ之 ヲ見ル.殊 ニ著明ニ血小板減少セ

ル1例(第3表5)ニ 於テ此 ノ如キ變化著明ニシテ「シヤツテ ン」ト思ハルルモ ノ,膨 大セルモノ多 シ.

要 之,血 清注射實驗 ニ於 ケル血液像 竝 ニ血小板 ノ變 化 ハ臨牀的 ニ觀 察 シ得 タル結 果 卜甚 ダ類

似 ノ變 化 ヲ呈 セ リ.唯 ニ臨牀 上 ニテ ハ赤 血球数 ガ月經前 ニ増加 スルヲ認 メ得 タ レ ドモ本實驗ニ

於 テハ赤血球敷 ニ著變 ナキカ或 ハ多少 ノ減 少ヲ示 スノ相 違 ア リ.

第8章　 卵 巣 黄 體 製 剤 「ル テ イ ノ ー ル 」注 射 實 驗

余ハ成熟雌家兎8頭 ニ鹽野義商店發賣ノ卵巣黄體 ノ抽出劑「ルチイノール」ヲ皮下ニ注射 シ,赤,白 血球

像 ノ變動,血 小板ノ變化ヲ檢シ第4表 ノ成績ヲ得タリ.即 チ赤血球歎ハ體重1kgニ 就 キ0.5cc宛 注射シタル

例(第4表1.2)ニ 於テハ何 レモ注射後多少 ノ増加 ヲ示ス傾向アリ.然 ルニ體重lkgニ 就 キ1cc宛 注射シタ
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第4表　 「ル テ イ ノ ー ル」注 射 實 驗
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備 考: pro kgハ 體 重1kgニ 就 キ テ ノ略號 トズ

ル例ニ於テハ何レモ減少ヲ示セリ.殊 ニ此 ノ減少度ハ最後ノ注射ヨリ日數ヲ多ク經 タル時 ニ於テ著明ナリ

(第4表5. 6. 8).

綱状赤血球數ハ注射後殆 ソド總テニ於テ増加ヲ示セルコト表ニヨリ明ナ リ.血 色素量ハ注射後何レモ減

少ヲ示セリ.色 素係數ハ著明ニ減少 ヲ示セルモノアレドモ却テ 注射前ヨリ大ナル値 ヲ示スモノモアリテ 一

定セズ.血 球容積ハ赤血球減少著明時ニ少シク減少セルモノアレドモ一般 ニ其 ノ變動著明ナラズ.

次ニ白血球數ノ動揺ハ表ニ示スガ如ク注射後減少ヲ來ス時モアレドモ一般ニ殆 ンド影響ヲ認メズ ト言ヒ

得べシ.白 血球百分率ニ於ケル變化 トシテハ注射後中性色素嗜好細胞 及ビ大軍核細胞竝ニ移行型ハ何 レモ

多少増加ヲ示 シ,注 射後日ヲ經過スルニ從ヒ減少ノ傾向ヲ示スモノノ如シ.淋 巴細胞ハ殆ンド全グ之 ト反

對ノ傾向ヲ有ス.「 エオジン」嗜好細胞竝ニ鹽基性細胞ニハ特別 ノ幽化ヲ認メズ.

次ニ血小板 ノ變動ハ表ニ示スガ如 ク最モ著明ナリ,印 チ血小板數ハ注射後何 レモ 多少ノ減少ヲ示スモ ノ

ニシラ注射後日ヲ經 ルニ連 レテ著明ニ減少ス.血 小板ノ染色性ハ注射 ノ初期ニ於テハ少 シク惡 クナルモ異

常型ヲ認ムル コト少シ.然 ルニ注射ノ同數ヲ増スニ連 レテ染色性次第 ニ惡キモノ層加 シ異常型モ亦多數出

現 ズルニ至ル.注 射終了ヨリ經過多キモノニ於テハ殊ニ染色性惡キモノ多クンラ 熟視セザレバ見得ザルガ

如キモノアリ或ハ有核赤血球ノ核が ピクノーゼ」ニ陷 リシ如ク濃染セル病的 小型血小板 ト 考セルモノア

リ,或 ハ膨大シテ赤血球大又ハ以上 トナ リテ全ク顆粒ヲ認メザルモ ノアリ.「シヤテ ン」又ハ之 ト思考セラ

～レルモノノ出現ハ臨牀的觀察 又ハ血清注射試驗ニ於テ見 ダルガ如 クニハ多 ク認 メザルモ少數 ノ出現ハ認 メ

得タウ.

要之,「ルテイノール」注射ニヨリテノ變化ハ赤血球數ニ於テハ其ノ少量注射例 ニ於テ増加 デ

見タル外ハ多少 ノ減少 テ示 ス.綱 状赤血球數バ一般 ニ増加ス.白 血球數 ニテハ特別ノ變化 ラ認

メザルモ其ノ百分牽ノ動搖ハ略々前血清注射實驗ノA群 ニ於ケルガ如 シ.血 小板數ノ動揺及 ビ

性状竝ニ種類ニ於 ケル變動モ亦略 々前記A群 ノ成績 ニ近似セリ.

第9章　 月經 ト網状織内被細胞系統 トノ關係

余 ハ2%「 ト リバ ン.ブ ラウ」液 又 ハ1%「 コ ンゴ ロ ー ト」液 ノ靜脉 内 注 射試 驗 ニ ヨ リ月 經 ト網 状 織 内 被 細
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胞系統 トノ關係ヲ察知セントセ リ.即 チ第3及 ビ4表 ニ示セ シガ如ク本實験ハ第7章 及ビ第8章 ノ動物ニ

於テ行ヘリ.其 ハ成績ハ第3表 及 ビ4表 ニ示スガ如 シ.即 チ血清注射實驗ニ於テハ平均M群 ニ於テ血漿中

ノ色素含有量ハ對照 ニ比 ン少量ナリ,換 言セバ血中ヨリ色素 ノ消失スルコト速ナルナリ. A群 之 ニ亞ギE

群及 ビP群 ニ於テハ殆 ンド變化ヲ認 メズ.

次 ニ「ルテイノール」注射實驗ニ於テハ第4表 ニ示スガ如ク一般ニ對照 ト比較シテ多少 色素含有量少キガ

如キモ其ノ度合ハ極 メテ小ナ リ.唯 々體重1kgニ 就キ0.5㏄ 注射 セン2例 中ノ1例 ニ於テハ對照ニ比シ明

ニ色素含有量少キヲ見 タリ.而 ンラ本例ハ「ルティハール」注射終了後2日 目ニ色素注射ヲ行 ヘルモノニシ

テ他ノ1例 ハ注射終了後第1日 目ニ色素注射ヲ行ヘルモノナ リ.而 シテ後者ニ於テハ 對照 ト比較シテ色素

含有量ハ殆 ンド變化ナシ.

要 之,色 素注射實 驗 ニ於 テハM群 即 チ月經時 ノ血清注射 例 ニ於テ血中色素 ノ消失量對照 ニ比

シ促進 シ次 デA群 即 チ月經 前血 清注射 例之 ニ次 グ.「ルテ イノール」注射實驗 ニ於 デハ一般 ニ血

中色素消失量 ハ對照 ニ比 シ特別速 ナル モノナ キモ唯々「ルテ イノール」注射終 了後一定 日ラ經過

セル モノニテ ハ明 ニ色 素消失量 ノ速 ナル テ見 ル.

尚 ホ余 ハ色素液注射後一定時 間ノ後 ニ動物 テ屠 殺 シテ脾 及 ビ肝臓 ノ網 状織 内被細胞系統 ニ於

クル色素攝取牀態 ヲ檢 シタル ニM群 ニ於 テ最 モ色素食喰多 キ ラ觀 察 シ得 タ リ.

第10章　 總括及ビ考察

以上ノ臨牀的觀察竝 ニ實驗的成績 ラ總括スレバ次 ノ如 シ.

I臨 牀 的 方 面

1)赤 血球像 ニ於ケル變動.

赤血球數 バ一般 ニ月經前ニ於テ多少増加 ノ傾向アルモ月經前第1日 ニ於テ既 ニ減少ラ示スモ

ハア リ.月 經起始 ト共ニ一般ニ赤血球數ハ減少 シ多 クハ第3日 ニ少 シク増加 シ第4日 ニ再 ビ多

少減少シ月經後バ一般 ニ中間時 ノ催ニ接近ス.即 チ赤血球數ハ明ニ月經ニヨリー定 ハ變化 テ蒙

ルモハ ト言 フ可 シ.

血色素量バ一般ニ月經起始 ト共 ニ減少ノ傾向 アリ,月 經後 ニモ中間時 ニ比 シ低値ラ示ズモハ

ァ リ.月 經前赤血球數 ノ増加 ト反 シ明ニ減少ヲ示スモノァリ.色 素係數,血 球容積ノ變動ハ特

記スルモノナシ.

網状赤血球數ハ月經前ニ於テ明ニ中間時ニ地 シ増加ス.之 レ骨髄 ノ造赤血球機能亢進 シテ沸

血中ニ幼若赤血球増加 セルラ示 スモノナリ.一 般 ニ該赤血球 ハ月經經過 ニ從 ヒ次第ニ減少スル

モ而モ中間時 ヨリハ明カニ多ク,月 經後 ニ於テモ亦然 リ.即 チ骨髄 ノ赤血球造成機能 ハ啻ニ月

經前ニ於 テ亢進ラ示 ズノミナラズ更ニ月經中及 ビ月經後 ニ於テモ中間時ニ比 シ亢進状態ニ在リ

ト云フ可 シ.而 シテ幼若赤血球ハ血色素含有量老舊赤血球 ヨリ少 キガ故ニ月經前及 ビ月經後ニ

於 テ赤血球數 ノ増加ニ拘ハラズ血色素量ノ値低キハ當然ノ事 ト言 フ可 シ.
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2)白 血球像 ニ於クル變動.

白血球數 ハ月經前増加 ハ傾向無ク,月 經中ハ多少減少ノ傾向テ有ス.其 ノ百分率ニ於クル變

化 トシテハ中性色素嗜好白血球,大 單核細胞及ピ移行型 ハ月經前増加ノ傾向ラ有 シ,月 經中ハ

減少ス.之 ニ反 シ淋巴細胞ハ月經中單 ニ相對的過多症テ見ル ノミナラズ,絶 對數ニ於テモ中間

時ヨリ増加スルコ トアリ.故 ニHoller, Melicher氏 等ノ相對的過多ハミト斷言スルハ早計 ト言

フ可 シ.「エオ ジン」嗜好細胞,鹽 基性細胞 ニ於テハ著變ナキモノノ如 シ.

3)血 小板 ニ於ケル變動.

血小板ニ於ケル變化ハ更 ニ著 シ.其 ノ數ハ月經前ニ於 テ中間時 ヨリ大ナルモノアルモ必ズ シ

モ然ラズ,月 經前既ニ減少スルモノアリ.而 シテー般ニハ月經起始 ト共 ニ減少ス。即チ月經第

1叉 ハ2日 ニ中間時ノ1/5乃至2/3弱丈クハ減少テ見ル.而 シテ第3又 ハ4日 ニ多少増加 シ後再 ビ少

シク減少 シテ塗 ニ中間時ノ値 ニ歸ルモハ ト引續 キ増加 シテ後中間時ハ値ニ歸ルモノ トアリ.此

ノ月經中ニ見ル血小板數ノ増加時ニハ其ノ値中間時 ヨリモ必 ズシモ小又大ナ リト限定セザルハ

Pfeiffer,柳田氏等ノ成績 ト異ル.次 ニ血 小板 ノ染色性 ハ月經前既ニ惡キモハア リ,殊 ニ月輕ニ

近ヅク程其 ノ數ヲ堆 シ月經起始 ト共ニ急 ニ其 ノ數 ヲ増 ス.一 般ニ月經初期ニハ染色性惡ク,淡

白又ハ蒼白ニ染色 スルモハ,膨 大 シテ顆粒ナキモノ.「 シヤツテン」ト思考セラル 、モノ等多 シ.

月經前ニ大型血小板多キコ トァリ,然 ラザルコトァリ,成 ハ小型濃染 ハモノテモ見ルコ トアリ

テ必ズシモPfeiffer氏 ノ言 ヘル如キ大型對小型 ノ比例 ガ月經前ヨリ月經時ニ於テ大ナリトハ

限ラズ.異 常型ハ月經ハ近クニ從 ヒ出現 シ月經起始 ト共ニ増加 シ月經末ニ近クニ從 ヒ減少 スレ

ドモ月經後ニ於テモ尚ホ存在スルコト少ナカラズ.染 色性惡キモノハ月經終了ニ近クニ從 ヒ比

較的速ニ消失 シテ殆 ンド染色性良好ノモノハミトナル.

II實 驗 的 方 面

1)月 經時及 ビ其ハ前後 ノ靜脉血々清注射實驗,

a)赤 血球數ハA群 及 ビE群 又ハP群 ニ於テ著變ナキモM群 ニ於テハ何 レモ減少ス.血

色素量ハ注射後皆減少 セリ.就 中A群 又ハM群 ニ於 テ著 シ.色 素係數 ハ皆多少減少 セルモ

A群 ニ著 シ.血 球容積ハ變動ハ著明ナラズ.綱 状赤血球ハA群 ニ最著明ニ増加 シ, M群 之ニ

亞グ,

b)白 血球數ハ或ハ減少 シ,或 ハ著變ナクシテー定 セズ.百 分率ニ於テハA群 ニ中性色素

嗜好細胞,大 單核細胞 ノ増加傾向有ルモM群 或ハE群 ニ於テハ減少 ノ傾向アリ. P群 ニテ

ハ著變ナシ.淋 巳細胞ハA群 ニ多少減少スルカ又ハ變化ナク, M群 ニテハ、増加 シ, P群 ニテ

ハ著變ナシ.「エオジシ」嗜好細胞,鹽 基性細胞 ニハ著變ナシ.

c)本 實驗 ニテモ血小板 ノ變化ハ著明ナリ.血 小板數ハA群 ニテハ約1/5乃至1/4ノ減少 テ來

シ, P群 ニテハ變動ナキカ増加ノ傾向ヲ示 ス. 1例 ニ於テ注射前ノ略々2倍 トナ レリ. E群

ニテハ1/7-1/5ノ 減 少 テ示 シ其 ハ程度 著 シカラズ.然 ルニM群 ニテハ何 レモ減少 テ來 シ而
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モ注射前 ノ約1/8ト ナ レル如 キ著 明 ノ減少例 スラア リ.血 小板 ノ染色性 ハA群 ニ テハ注射 囘數

ノ重 ナル ニ從 ヒ次第 ニ惡 キモノ増加 シ,一 様 ニ蒼 白 ニシテ顆 粒無キモ ノ,「 シヤ ツテ ン」ト思

考 セラル 、モ ノ.小 型 ニシテ濃染 セルモ ノ或 ハ膨大 セルモ ノ等 ノ外 ニ異常型 モ出現 スルニ至

ル. P群 ニテハ少數 ノ染 色性 悪 キモノ及 ビ少數 ノ異 常型 テ見ル モ概 シテ.正常 ニ近 シ. M群 ニ

テ ノ變化 ハA群 ヨリモ一般 ニ其 ノ程度 大ナ リ. E群 ニテハ染 色性惡 キ モノ及 ビ異常型稍 々多

シ.要 之,本 實驗 ニ於 テ各群 ノ示 ス成績 ハ血 清探取 時期 ニ被檢者 血液 ガ臨牀的 ニ呈 スル成績

ト略 々近似 セル モノア リ.

2)「 ル テ イノール」注射實驗.

a)赤 血 球數 ハ體 重1kgニ 就 キ0.5cc宛 注 射 セ シ例 ニ於 テ多少増加 ノ傾 向 アルモ, 1㏄ 宛

在射 セ シ例 ニテハ減少 ラ示 ズ,而 シテ此 ノ減少 ハ注射終 了直後 ヨリモー定 日經過 セルモ ノニ

著 シ.

血色素量ハ減少スルモ色素係數及 ビ血球容積 ニハ著變 ナシ.綱 状赤血球 ハ何 レモ増加ス.

b)白 血球數 ハ殆 ンド變動ナシ.其 ノ百分率 ニ於 テハ中性色素嗜好細胞,大 單核細胞及 ビ

移行型 ハ殆 ンド前實驗A群 ニ見タル ト同様 ノ變動テ示 シ,臨 牀上月經前ニ見ル之等細胞ノ變

動 ノ如 シ.「エオ ジシ」嗜好細胞,鹽 基性細胞 ニ著變ナシ.而 シテ中性色素嗜好細胞等ノ増加

ガ注射終了後 日ト共 ニ多少宛減少 ノ傾向テ示 ス.臨 牀的ニ月經前ヨリ月經起始ニ向ツテ之等

細胞ノ減少 スルテ見ル如 シ.

c)血 小板 ノ變化ハ本實驗ニ於 テモ亦著凹月ニシテ前實驗A群 ニ於 ケル血小板 ノ變化 ト甚

ダ類似 ス.注 射終了ヨリ日テ經ルコ ト多キモノ程血小板 ノ變化大ナルハ恰 モ臨牀上月經前ヨ

リ月經第1又 ハ2日 ニ向ツテ血小板ノ變化大 トナルニヨク相似タルモノナ リ.

3)月 經 ト網 状織内被細胞系統 トノ關係.

血清注射實驗 ニ於テハ平均M群 ニ於テ對照 ニ比 シ最モ血液中 ノ色素含有量少 シ,換言セバ血

.中ヨリノ色素消失速 ニシテA群 之ニ亞 ギE群 及 ビP群 ニ著變ナキヲ知 レリ.

「ルテイノール」注射實驗ニ於テハ對照 ト比 シ血中ヨリ色素 ノ消失速度ハ大差ナキヲ知 レリ.

然 レドモ注射終了直後 ヨリモー定日經過後 ニ於 テ色素注射 テ行 ヒシモノニテハ明ニ血中ヨリ色

素消失 ノ速 カナルテ知 レリ.之 レ恰モ月經第1日 位ノ血清注射實驗例或ハ血清注射實驗ノA群

ニ見ルガ如 キ感 アラシム.

扱 テ以 上ノ成績 テ綜合判斷スル時ハ臨牀上月經前ニ見ル赤血球,中 性色素嗜好白血球,大 單

核細胞及 ビ移行型 ノ増加ノ傾向ハ明カニ骨髄 ニ於 ケル之等細胞ノ形成母地ノ機能ガ亢進セルニ

ゴルモノ ト言 フヲ得べ シ.而 シテ該機能亢進 ノ原因ハHoller, Melicher氏 等ノ所謂"Men

struatiousrejz"ニ ヨルカ或ハDetre氏 ノ月經前ノ「アチ ドー ジス」ニヨルカ等ハ暫ク措キ,少

クトモ卵巣機能就中其 ノ卵集黄體「ネルモシ」ガ重要ノ1因 子 テナ スモ ハ ト思考セラル.最 近

H. Josam氏 ガ犬ニ卵集抽出液及 ビ「オウオグラ ンドール」ノ注射テ行 ヒテ骨髄 ノ細胞造成機能
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ノ亢進テ來 シ骨髄系細胞 ノ總 テガ増加 スルテ見タリ.氏 ハ卵乗 ガ其 ノ「ホル 毛ン」ニ因 リテ造赤

血球機能 ニ影響テ及ボスモノナラントセリ.余 モ亦卵集就中黄體「ホルモン」ハ骨髄 ノ造血機能

テ亢進シ以テ月經前ノ赤血球増加,網 状赤血球 ノ増加,中 性色素嗜好細胞等ノ増加 テ招致スル

モノナル可 シト信ズ.然 リ而 シテ卵集黄體「ホルモン」ガ骨髄 ニ及ボス影響 ガ直接 ナリヤ或 ハ間

接ナリヤハ尚ホ將來ノ研究ニ侯タザル可ラズ.而 シテ月經時 ニ之等細胞 ガ減少 スルゴ ト及 ビ血

小板ニ於ケル各種 ノ變化ハ一般網状織内被細胞系統 ノ機能亢進 ニ1原 因ヲ有 スルモ ノナル可

シ.仍 テ網状織内被細胞系統 ノ機能亢進ハ血中ヨリ卵集黄體「ホルモン」ノ消失 ガ意味アルモノ

ノ如ク思考セラル.如 何 トナレバ卵集黄體「ホルモン」ハ月經前ニ於テ最高 ニ達 シ月經起始 ト共

ニ速ニ減少スルハ多クノ學者ノ認 ムル所ナ レバナ リ.即 チ恰 モ該「ホルモン」ハ脾竝 ニ一般網状

織内被細胞系統 ノ機能ヲ封鎖スルモノノ如ク,之 ガ血中ヨリ消失 シ行クニ從 ヒ反應的ニ之等系

統ノ機能亢進テ示スモノノ如 ク思考 セラル.然 レドモ此ノ外 ニ尚ホ血清中ニ或ル物質ガ含有 セ

ラ.レ之ガ月經時ノ諸變化テ呈スル上ニ意味アルモノノ如 ク思考 セラル.這 ハ血清注射實驗ニ於

ケル各群 ノ成績 テ比較 スルコ トヨリ容易 ニ認 メ得ル トゴロナリ.

第11章　 結 論

余ハ上記諸實驗 ト臨牀的觀察 ヨリ次 ノ如ク結論 ス.

1上 赤血球數ハ月經前多少増加 ノ傾向テ有 シ,月 經起始 ト共 ニ減少 シ,月 經後中間時ノ値ニ

接近ス.

2.網 状赤血球ハ月經前著明ニ増加 シ,月 經時及 ビ月經後ニモ中間時 ヨリ増加ス.

3.血 色素量ハ月經起始 ト共ニ減少ノ傾向アリ.色 素係數及 ビ血球容積 ニハ著變ナシ.

4.白 血球數ハ月經起始 ト共 ニ多少減少 ノ傾向アリ.

5.白 血球百分率 ニ於テハ月經前中性色素嗜好細胞,大 單核細胞及 ビ移行型ハ増加ノ傾向テ

有シ月經時減少 ス.淋 巴細胞ハ月經中相對的過多ノミナラズ絶對數ニテモ亦増加スル コ トアリ.

6.月 經前骨髄 ノ細胞造成機能ハ亢進セルモノノ如 シ.而 シテ造赤血球機能ハ月經前ニ於 テ

明ニ,月 經中及 ビ月經後暫時モ亢進 セルモノナ リ.

7.血 小板數ハ月經第1又 ハ2日 ニ急劇 ニ減少 シ中間時 ヨリ１/5乃至2/3弱丈ケノ減少 テ示 ス.

而シテ第3又 ハ4日 ニ少 シク増加 シ後再 ビ減少 シテ遂ニ中間時 ノ値ニ近クカ若クハ月經中増加

シ始ムルヤ引續 キ増加 シテ中問時ノ値ニ近クモノ トス上而 シテ月經終末ニ近ク血小板數ノ増加

ヲ示ス時其 ノ値ハ申間時ノ値 ヨリ或ハ大或ハ小ニシテ常ニ大又ハ小ナリトハ限定 シ得ズ.

8.血 小板 ノ染色性 ハ月經直前既 ニ惡キモノアレドモ月 脛起始 ト共 ニ其 ノ敷テ増ス.月 經第

1又 ハ2日 ニ於テ一般ニ染色性ノ甚ダ惡キモノ多クナ リ,「シヤツテン」ト思考 セラルルモノテ

モ見ルモ月經終了 ト共ニ染色性正常ノ血小板 ノミトナル.

9,血 小板 ノ種類ハ月經前 ヨリ多少異常型存 シ,月 經起始 ト共ニ急ニ増 シ,月 經經過 ト共ニ
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減 少 スル モ月經後 ニモ亦少 シク残存 スル コ トア リ.大,小 型 血小板 ノ出現 ハ見得ル モ必ズ シモ

其 ノ比 ハPfeiffer u. Hoff氏 ノ言 フ如クナ ラズ.

10.月 經 時網 状織 内被細 胞系統 ノ機能 ハ亢進 セルモノ ノ如 シ.

擱筆スルニ臨 ミ恩師泉教授ハ御指導御校閲ヲ深謝ス.(5. 11. 7.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Uber den Einfluss der Menstruation auf das Blutbild,

 vor allem auf die Thrombocyteri.

Von

Yoshijiro Sakai.

Aus der chirurgisehen Klinik der Universitat Ohayanna

(Vorstand: Prof. Dr. Goro Izumi).
Eingegangen am 7. November 1930.

Wahrend uber das rote und weisse Blutbild im menstrnellen Zyklus der Frau eine 

verhaltnissmassig grosse Literatur vorhanden ist, sind die Thrombocyten in Bezug auf 

Zahl, Farbung und Arten bis jetzt nur durch einige wenige Autoren beschrieben worden. 

Und auch bei diesen sind die literarischen Ergebnisse bis heute nicht vollstandig uber-

einstimmend. Daher untersuchte Verfasser eingehend bei 8 gesunden und 4 chirurgisch 

erkrankten, aber normal menstruierenden Frauen die Veranderungen des Blutbildes, 

besonders die der Thrombocyten in Bezug auf die Menstruation. Weiter machte Ver

fasser noch einige Tierexperimente und kam zu folgenden Resultaten:

1) Die Erythrocytenzahl neigt vor der Menstruation mehr oder weniger zur Ver

mehrung, vermindert sich beim Einsetzen der Menses und nahert sich im Postmenstruum 

zur Werte der Zwischenzeit der Menses.

2) Wahrend der Hb-gehalt der r. B. K. mit Beginn der Menses zur Verminderung 

neigt, zeigt der Farbenindex u. das prozentuelle Volumen derselben keine besonderen 

Veranderungen.

3) Die retikulierten Erythrocyten im Blute vermehren sich deutlich im Praemen

struum, und ihre Zahl ist wahrend und each der Periode grosser ais in der Zwischenzeit.

4) Durch Injektion von Luteinol (Corpus luteum-Extrakt) an Kaninchen konstatierte 

Verfasser die Vermehrung der reticulierten Erythrozyten im Blute.

5) Die haematopoetische Funktion im Knochenmarke befindet sich vor der Menses 

wahrscheinlich in gereiztem Zustande, und die Erythropoese in derselben ist vor der 

Menstruation deutlich gesteigert und wahrend und nach der Menstruation auch etwas 

mehr gesteigert ale in der Zwischenzeit der Zyklen.

6) Die Gesamtleukozytenzahl zeigt die Tendenz, wahrend der Menstruation mehr 

oder weniger abzunehmen.
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7) Hinsichtlich der prozentuellen Verhaltens der einzelnen Elemente des weissen 

Blutbildes gelten bezuglich der Menses im allgemeinen folgende Regeln: die neutrophilen 

Leukozyten die grossen Monozyten und die Ubergangsformen vermehren sich im Prae

menstruum und vermindern sich wahrend der Menses. Im Gegensatz daze zeigen die 

Lymphocyoen wahrend der Menses nicht nur eine relative. Lymphocytose, sondern ver

mehren sich auch absolut.

8) Im Anfang der Periode Pflegen im allgemeinen die Thrombocyten rasch abzu

nehmen. Am ersten oder zweiten Tage ist bereits der tiefste Punkt erreicht, die Platt

chenzahl der Zwischenzeit der Zyklen vermindert sich ungefahr um 1/5-2/3. Am dritten 

oder vierten Tage der Blutung nehmen bei einem Teile der Falle die Plattchen etwas zu, 

vermindern sich derselben wieder mehr oder weniger, um dann schliesslich die Werte 

der Zwischenzeit zu erreichen. Aber bei underen Fallen vermehren sie sich vom dritten 

oder vierten Tage an allmahlich ohne nachfolgende Verminderung und kehren im Post

menstruum zur obenerwahnten Werte zuruck.

9) Die Zahl der Thrombocyten, die Kurz vor der Blutung wenig zahlreich und 

schlecht gefarbt rind, nimmt bei Beginn der Menses, besonders am ersten oder zweiten 

Tage, rasch zu und man kann nicht selten in dieser Zeit die sogenannten Plattchen

schatten beobachten.

10) Vor der Menses schon mehr oder weniger vorhandene abnormgestaltete Throm-

bocyten mit Einsetzen der Blutung rasch zu und vermindern sich im Verlauf der Blut

ungstage. Zwar treten wahrend der Menses grosse oder kleine Thrombocyten auf, aber 

der proportionelle Wert beider Formen stimmt nicht immer mit der Angabe von Pfeiffer 

uberein.

11) Die Funktion des Reticuloendothelsystems ist wahrend der Menstruation wahr

scheinlich gereizt. (Aueoreferae.)
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